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国立大学法人電気通信大学 UECコミュニケーションミュージアム
＊発刊によせて 館長三橋渉
＊ 第7展示室展示の的の変遷
中川直哉
＊ 収蔵書籍の整理について一その現状
世古名知夫
＊ 収蔵雑誌の整理について一その現状
和田光弘
＊ 収蔵真空管の現況について
大塚久、青山憲太郎
時田元昭、 損光治
＊新収蔵品の紹介 宮入源太郎
＊学術調査員紹介 芳野赳夫
桜井徹男
＊ 事務局から
「ミュージアムニュース」発刊に寄せて
館長三橋渉
旧歴史資料館がコミュニ
ケーションミュージアムへ
と発展的に改名さわ，新装成
った G棟（現在の東 10号餡）
に移転してから 5年が経過
します．現在のメンバーは館
長のほか非常勤の事務職員2名，多くの学術調査員，
運営委員（学内教員），という構成で旧歴史資料館時
代と大きな変更はありません． 24年度は年に数回開
催の運営委員会にてミュージアムの運営をお諮りす
る他，展示委員会を毎月開催して学術調査員の皆さ
んと作業の進捗状況などを話し合ってまいりました．
学術調査員は無給のボランティアですが，ミュー
ジアムにある 7つの展示室の中でそれぞれが得意と
する展示室を担当し、展示のエ夫，寄贈物品の受け
取りや修復作業，資料や蔵書の整理，外部からの技
術的な質問に対する対応、などを主体的に担って頂
いています．中学生や高校生のグループ訪問やオー
プンキャンパスの見学に際しての学術調査員の丁寧
な説明は見学者から高く評価されています．学内教
員からも「総合コミュニケーション科学」などの少人
数PBL(Project Based Learning)教育への協力依頼が
あり，多くの学術調査員が積極的に関わって下さい
ました．学術調査員が不在になるとミュージアムは
休館の状態に陥ってしまいますので今後も引き続き
ご協力をお願いしたいのですが，全般的に高齢化が
進んでおりそのノウハウを引き継ぐ若手の起用も避
けて通れません．今回，宮入学術調査員を責任者と
して「ミュージアムニュース」が発刊されることにな
りましたこれには学術調査員のプロフィールが掲
載されるとのことですので上に述べたような学術
調査員の活動状況を学内に広く知らしめてさらに認
知度を高めると同時に， ミュージアム活動に対する
現職の教員や学生の参画・協力が得られるものと期
待しています．
第7展示室展示の的の変遷
中川直哉
はじめに．，・ •大学の歴史遺産の保護
1980年代のある日、物理の有山正孝さんと、ボイ
ラー室の北側にあった木造の1日K棟で大きな磁石を
発見、これが 1949年開学と同時に始まった NMR（核
磁気共鳴）の磁石だと確認して、大学にはこうした記
念すべき遺産を保存する博物館が必要だと、語り合
ったものでした。この磁石は幸いにも、有山学長の
意向に沿って設立された歴史資料館で保存さわ、今
展示されていますが、藤原鎮男氏が 1953年ごろイリ
ノイ大のグトウスキー教授から贈られ、多くの国内
の研究者が十数年にわたって分子のNMRを測定し
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なく、研究者の方々からの積極的参加をぜひ期待し
たいところです。そして願わくば、現在の研究テー
マだけでなく、電通大としての数十年後の未来の研
究課題の夢なども挙げていただければ、大学として
のミッションの具体的イメージ形成になるのではな
いでしょうか？
数学界には近頃解明されたフェルマーの定理や、
ポアンカレー予測以外に数々の未解決課題があって、
それらの解明が一つのミッションになっているそう
ですが、他の基礎的学問にもこうした課題はあるで
しょうし、真空管から替わった半導体の次は何かと
か、一つの分子の中に機能を持った置換基を入れた
超小型の通信機やコンピューターはできるのか？
灌やエネルギーや水の次なる課題は何かな
にふさわしい夢の課題も一つの展示になるのではな
いかと思われ ドごと
?
1. はじめに
ミュージアム
ります。
①歴史資料館から引き継い
します）
②新しく寄付．入手し
の概要は世古がリストから選定した）
関係者の協議の結果、我々では二次蔵書以後の分
類をコードA~zに整理は困難なので、
図書館、国内図書館で使われている「日本 10進分
で整理し
一次蔵書の全件数を、国会図書館・蔵書検索シス
テム (NDL-OPAC)で検索した結果が表 1で
す。検索システムは日本語書籍のみため件数の差異
は雑誌外国語誌です。
検索に
力を受けました。
には大変なご協
2. 2 一次蔵書の保管
2. 1項で検索したコードをラベル（図 1)にし
て、背表紙に貼り付け
書館倉庫地階の棚に「日本 10進分類法lのコー
しま
略します）
（約 5000冊）は次の
いずれも館長室、図書館倉庫地階及び機器保管室
に分散保管されています。
2.現状
2. 1 分類の現状
して大山さ
んがリストを作成してくださったものであります。
を熟知された田中氏がオリジナル・コードA~
zに分類（表 1参照）されています。（表の 1
と略 図1 ラベル
と 館長室の分散は関係者と協議して決定し
2. 3 二次蔵書について
と同じように行いま
リスト化
1 0進分類法での分類
ラベルの作成
整理保管
3 今後の処理
小件数なら にお願いできます
?
表 1
一次蔵書の分類
日本 10進分類法の分類結果
コー 9r→ • 概要 件数
A 歴史 854 
B 博盲 22 
C 辞書ヽ ンドブック 226 
D 電子回睾晦 459 
E 無搬町v 340 
F 遍書敦育 360 
G 餘舶航空幾 80 
H 技術教育 40 
J 外国 32 
K 数学 323 
L Il唱兌 236 
M 経営 3r-3 r 
N イラスト 36 
p 紀行記 24 
R 政府公文書 31 
s 災害壼及 8 
T 法律 8 
u 脈行 29 
w 戦記兵器 74 
z その他 13 
合 計 3250 
コー ド 項目 概要 件数
000 総記 総合情報 95 
100 キロ斤心ナ← 宗教、社会思想 54 
200 歴史 歴史、伝言E 452 
300 社会科学 政治、法律 258 
400 自然科学 数学物理医学 360 
500 技術工業 生産流通経済 1058 
600 運輸通信 220 
700 芸術 スポーツ美術 68 
800 圭仁コ孟P五ロ． 各言語文法 27 
900 文学 220 
合 言t 2812 
収蔵書籍の整哩について、その現状
和田光弘
附属図 の にちる図
?
?
?
?
? ??
咀気通信に関連した雑誌訊学会誌、会報、船舶
通信関係の条約拿海上通信関連資料などが収蔵さ
ています。収蔵資料のうち学会誌、会報類
部末整理ですが、雑誌類は整理がほぼ完了しまし
たので、その概要をご紹介します。
?
1 無線・ラジオ・オーディオ関係の雑誌
嘗てアマチュア無線を趣味とした人なら必ず
手にした雑誌から、昭和の初期に出版され既
に休刊となったものまで約 4,000冊を所蔵し
ています。その一部をご紹介します。
No. タイトル 出版社 収蔵雑誌のI¥'ックナン／＼さー （一部にダプリ、抜けあり） 冊数
1 ラジオの日本 日本ラヂオ協会 1932年 2月号～1942年 10月号 128冊
2 無線と実験 誠文堂新光社 1924年5月号（創刊号）～2007年 5月号 394冊
3 CQ ham radio CQ出版社 1946年 9月号（創刊号）～2011年 12月号 572冊
4 H簡IJournal CQ出版社 1974年No.I（創刊号） ～1995年No.10 10冊
5 モービルハム 電波新聞社 1973年 5月号（創刊号）～2000年3月号（最終号） 356冊
6 ハムライフ 電波新聞社 1971年 8月号（創刊号）～1975 6月号 49冊
7 電波科学 日本放送出版協会 1947年6月号～1969年9月号 整理中
8 ラジオ技術 ラジオ技術社 1947年4月号（創刊号）～2008年 1月号 整理中， 子供の科学 誠文堂新光社 1948年 1月号～1962年 12月号 8冊
10 初歩のラジオ 誠文堂新光社 1951年 3月号～1964年4月号 52冊
1 QST ARRL 1926年 1月号～2007年 12月号 481冊
12 AMATEUR R.J¥DIO CQ 1984年 1月号～1998年 12月号 187冊
13 ANITIQUE RADIO CLASSFIED 1984年 9月号～1992年 12月号 整理中
14 WIRELESS WORLD 整理中
2 学会誌・会報類
No. タイトル No. タイトル
1 電気学会雑誌 4 電信電話学会誌
2 電気通信学会雑誌 5 日本短波クラブ会報
3 電信協会誌 6 JARL NEWS（日本アマチュア連盟）
7 PROCEEDINGS OF THE ELECTRICAL AND ELECTRON I CSENGINEERS (I 914年～1965年の 50年間分）
今後の予定
収蔵資料は多くの皆様のご好意により寄贈され 線電信局名録など、多くの電気通信関連の資料が
たものがほとんどで現在もその数は増えつつあり あります。これらを整理整頓して、利用者が気軽
ます。重複するものはして整理して状態の良いも に閲覧できるようにしたいと思います。
のを残すようにしていますが、その整理今後も継
続していきます。一方、電信史「テレガラーフ古
文書考」の著者である川野辺冨次氏が収集された
電信通信に関する図書や文献・史料のコピーなど
（幕末・明治）、レーダーのPPI指示方式の特許な
どで知られた望月冨氏の資料、無線交信記録、海
運会社史、日本無線史、船舶通信関係の条約、無
4 むすび
会報や学会誌は無線工学史研究の為の資料とし
て貴重です。また雑誌類は、その技術がいつ頃ど
のように社会に取り入れられ人々の生活を便利に
してきたかを知る資料として役立ちます。またア
マチュア無線やオーディオなどは、一般人の趣味
?
と生活を知る生活史の資料としても参考になるか
と思います。余談ですが、雑誌の
昭和の時代の人気乗用
ビルハム」
し、
きな無線アンテナをトランクの屋根につけ、
席回りには所狭しと取り付けられた無線機器が、
得意げなオーナーの
す。
とともに掲載されていま
＜昭和の乗用車に興味のあ
る方にも面白いのではないでしょうか。
収蔵電子管の現況と一話題
大塚久、青山憲太郎
時田元昭、横光治
はじめに、
してから必要なガスを封入した
めて
るものと、
をまと
現在、当館と総称されてい
の総数が約6千個、
ませんが3万個以上は収蔵されてい
6展示室に展示されている個数も、
があるため正確に数えていませんが、数百個
ります。種類も 3極管のようにグリッドで制御す
る「極管」と称するもの、電子振動などを利用し
た「マイクロ波管」、光と電気の変換に使われる「映
、放電現象を利用した「放電管」、また「X
線管」など多彩な電子管が展示されています。
これら大量の電子管をケースに収納し
り、大型管は棚を整理して収蔵したりの肉体労働
に時間を割かれています。
として関連する産業技術史（機器・資料）
管理し、教育・研究や新しい産業発掘のヒント（種）
に役立ててくれるものと期待した寄贈者（社）が
途絶えません。これらも含め、故国府田東ー氏（本
が学術調査員として作成し
リスト」に、やっと追加作業ができる環
境が整いました。
ここで、最近「ウミ」という型名の真空管が発見
されたという話を紹介します。まず、よく知られ
ている「ソラ」という型名の真空管があります。
話は、 1943年に海軍がテレフンケン社の NF-2を
?
モデルに、日本無線 (JRC)に万能5極管 (FM2A05A)
の開発•生産を命じました。しかし、あまりに高
性能なため量産ができませんでした。そのため、
性能を下げ量産に向く構造の万能5極管を
させました。これが真空管「ソラ」と命名さ
れ、関与した西堀栄三郎氏の手柄話として喧伝さ
れています。
数年前、真空管「ソラ」があるなら真空管「ウミ」
もあるのではないかと真空管仲間で語られてきま
した。仲間の元悔軍：電探電測員が、上官から聞
いたことがあると言い期待が膨らみまし
昨年末、ついに姿を現しました。如何なる経緯
か定かではありませんが、元大阪大学理学部款
授：林 龍雄氏の保有真空管がまとめて放出され、
の中に「ウミ」がありました。
我らも現物を見せてもらい写真も撮りました。当
も入手したいと考えております。なお、放出品
の中に林氏が実験用に JRCに製作を依頼した「か
BK管」がありました。幸にも JRC
っていて、記録には3本試作し 1本は JRCで
に使用、林龍雄氏には2本納入したとの
があり、その 1本の製造番号が放出の「か
BK管」と一致しました。こんな事実からも推論
は当を得ていると考えています。
（写真は、左から「ウミ」、「NF2」、「ソラ」およ
び「F¥l2A05A」を示す。）
最後に、第6展示室は「電子管と半導体」とな
っております。現在、初期の半導体から順次展示
ができるよう準備中です。ご期待ください。
?
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世古さんと同じグループで働き、マイクロフィル
ム機器の開発を行いましたが、オイ）レショックで
開発が中断し工業用 PPC(A 1サイズの乾式複写機）
の聞発を行うグループに異動し電装制御を担当し
ました。制御は CMOSのランダムロジックでハーネ
スから全ての電装設計を行い 1978年に発売しま
した。これがリコーにおける広幅乾式複写機の 1
号機でその後も広幅機の設計を続け定年までに 6
機種の設計を行い 3機種の開発をプロダクトマネ
ージャーとして行ってきました。
この中でも思い出あるのはテーマ責任者、
ーナー、画像メモリーの設計を兼務し世界初の AO
幅原稿 Al幅出力のデジタル複写機を開発したこ
とです。聞発は4年に亘り VCCI規格を満足させや
っと発売した時はダウン寸前でした。中学でラジ
オ作りを覚えてからアマチュア無線 (JAJPOQ局）
が趣味となり現在に至っていますが、登山（山歴
40年以上）、海釣り、日曜大工も好きで機械加工
も得意です。公的資格を49歳から取り始め電検3
種、第才重電気［事士、電気通信じ任技伯者、［
事担任者（アナ、デジ総合種）初級シスアド、
陸技等を保持しミュージアムの館内整備に役立て
ていますc 今後も皆様のお手伝いもしながら見学
者が喜ぶミュージアム作りをして行きますので宜
しくお願い致します。
スキャ
事務局から
□新任事務局員よりご挨拶です。
竹森夏子（たけもりなっこ）でございます。私
は広島県生れ、昨年春に名古屋より東京に転居
いたしました。東京のグルメ情報などお待ちし
ています。どうぞよろしくお願いいたします。
初貝真理子（はつがいまりこ）でございます。
私は宮崎県生れ、趣味は音楽鑑賞です。
どうぞよろしくお願いいたします。
ミュージアムの新版パンフレットが完成し受付
に置かれています。
和文・英文両用です。
尚、下記のごとく修正を要する部分があること
をご留意ください。
和文の部、第 7展示室の説明のところの写真の
説明で「標準電波(JJY)で時刻を修正．．」
とありますが、正しくは「NHKラジオの時報で
時刻を修正．．」です。また、英文の部、 Room7
の写真⑬の和文説明で「・・日本最初の電子時計」
とあるのは「..日本最初の電波時計」です。
口次号（第2号）は 7月末発行を予定しています。
皆様のご投稿を 6月末までにお寄せ下さい。
? ?
は E-
? ル の
gmivairi@triton.oen.ne.ip までお送り下さい。
手書きまたはワープロ印字したものを事務局に
届けていただいても結構です。
編集後記 宮入
?
は
源太郎
皆様のご協力により、
コけました。
機能満載の編集ソフトを使いこなすための習熟度
不足と印刷経費を節約したかったため、紙面全体
の見栄えはいまひとつであっても、ひとまず完成
ようやく創刊号発行にこぎ
させることを優先しました。
最終段階で桑嶋さんに大変ご支援いただきました。
ミュージアム関係者相互のより良い情報交換の場
を目指して、少しずつ改善していきたいと思って
いますので、皆様の
ろしくお願いいたします。
・ご提案・ご支援をよ
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ご活用下さい。
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